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⑧ 読書へのアニマシオン 作戦１「読みちがえた読み聞かせ」（『はらぺこあおむし』） 
⑨ 『はらぺこあおむし』の作者、エリック・カールについてのブックトーク 
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もうという姿勢がめばえた点も大きな成長である。 
 「人への伝え方」も重要である。間違えずに読もうという姿勢から、物語の登場人物になりきっ
て、恥ずかしがらずに感情をこめて読もうという意識がでたのは、物語をもっと伝えたいという気
持ちの表れである。絵本の持ち方や見せ方、ページをめくる速度などの動作も含めて、どうしたら
上手くつたえることができるのか工夫しようという意識が、学生自身に見られるようになった。 
 今回のような企画をつくる力や発想力も磨かれたようである。とくに、机上で企画を考えるだけ
にとどまらず、実際にやりながら修正していく試行錯誤の過程を経ていくことができたこともまた
とない経験になっただろう。学生たちのなかには、新しいことや不慣れなことに取り組むことに不
安を感じて消極的になる人もいたが、今回の取り組みを通じて、「積極性」が増したように思われる。 
 そして、これらの成長を促したのは、学生たちの「チームワーク」である。北栄町図書館まつり
での活動を成功させようと、メンバー全員が一丸となって協力し合い、支えあいながら、準備をす
すめることができたため、本番当日も大きなトラブルなく落ち着いて対応することができたのだろ
う。今回の取り組みで、教員は適宜アイディアを出したり、声の出し方やスピードなど具体的なア
ドバイスをしたりしたものの、最後に決断して準備をすすめるのは学生に任せていた。細かいとこ
ろまで行き届いた準備をするのは一人では難しい。今回参加した学生たちはもともと仲の良い学生
同士だったが、同じ目標をもって、話し合い、ともに一つのカタチを作り上げていくことの面白さ
や達成感に気づき、一回り成長したように思える。 
 北栄町図書館まつり後も、倶楽部のメンバーのなかから、全国高等学校ビブリオバトルの鳥取県
大会に運営スタッフとしてかかわる学生も出るなど、学んだことを活かす姿がみられた。一方で、
人前で絵本や紙芝居を上手に読めても、自分で考えた原稿などを伝えようとすると緊張が増してし
まう学生の姿や、明確な目標のもと仲間と協力し合い、支えあう環境からはなれ、自分ひとりで考
え決断しなければならない状況になると、うまく力を発揮できない学生の姿もみられた。学んだこ
とを別の場面にどのように活かしていくのかが今後の課題である。 
 このように振り返ると、今回のような読書活動で必要とされるコミュニケーション能力は、多面
的で重なり合っているように感じられた。こうしたコミュニケーション能力を具体的に学生に示し
ていくことができれば、めざす司書像がより明確になると思われる。しかし、司書に必要なコミュ
ニケーション能力を考えると、読書活動以外の業務もあるため、より多岐にわたる。うわべだけの
形式的な受け答えだけでは済まない状況も多く、豊富な知識や経験が求められることも多い。まず
は、大学で学ぶべき司書としての基礎は何かという点から、検討をはじめていきたい。 
 また、今回の取り組みをすすめるなかで、司書科目や学校司書科目にも取り入れられないか検討
を試みた。しかし、上記で述べたような学生の成長は、学生自身が主体的に取り組むなかで育まれ
たところが強い。教員側から今回の機会を提供したが、そもそも学生自身に「やってみたい」とい
う気持ちがあった。これは、大学の授業のなかでは得難い要素である。そのため、司書の授業にす
ぐにそのまま取り入れるのではなく、まずは学生たちの主体性を発揮できる環境や仕掛けづくりを
考えていきたい。 
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